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＜連絡事項＞

・定期心電図の日程を下記のとおり、変更いたします。

1/27（木）16：00～　→　1/20（木）16：00～

・敷布団のリネン交換のスケジュールです。

〈敷き布団〉の交換、年１回　

　令和４年　1/25（火）西病棟

　令和４年　2/ 9（水）北病棟

　令和４年　2/24（木）東病棟

　＊洗濯する敷き布団は、南側洗濯場の共立寝具置き場の右奥に積んで下さい。

　　くれぐれも通路の部分には置かないようにして下さい。

＊洗濯済みの敷き布団は、交換日の前日、午後15時迄に下記の場所へ準備して

　　置きますので持って行って下さい。

西病棟→リネン庫前通路（職員ロッカー室前廊下）

　北病棟→リネン庫前通路（職員ロッカー室前廊下）

　東病棟→本部側洗濯場

＊その他シーツ類の定期交換は通常通りです。
＜患者様連絡事項＞
・松谷　さと子様～便秘時）ピコスルファートNa液2本処方しています。
・岡本　将孝様～本日、14:30妻様のモニター面会行っている。
　　　　　　　　次回は1/2715：00にモニター面会を予約して妻様帰院されている。
・澤田　裕也様～青山荘外泊体験利用為、使用金額2.760円、布団リース2.750円
　　　　　　　　は準備済です。他小屋敷さんが医師意見書を手渡す予定です。
　　　　　　　　1/2014：00～1/2115：00迄の外泊です。
＜要注目患者様＞

・若沢　理子様～夜間良眠。起床時は気分高揚さ見られるが朝食後から幻聴、独語等なく
　　　　　　　　ホールで絵を描いて過ごしていた。OT参加の促しに「沢山人がいるのは嫌だ」言い静かに過ごしていたが、15時のおやつ摂取中に「うるさいよ」と大声で叫ぶ事があった。落ち着けますかに「はい」と返事し幻聴に左右された発言も制止し他者が傍にいても席を変える事なく落ち着いて経過しています。内服薬が一部変更になっている為今後も言動に注目していきます。
・坂本　福子様～便秘5日間との事で便秘時ピコスルファートNa25～30滴と服用した影響もあったのか午前OT終了後、体育館で人数を確認している最中に下痢便を訴え他病棟のトイレに篭り病棟への帰棟時間遅れていた。昼食も下痢がある事から不食され、臥床傾向見られていたが入浴は入っていた。
・小笠原　文人様～起床後から歩行不安定で車椅子利用しテーブルをリズムつけて叩く
　　　　　　　　　様子見られていた。日中も独語は終始聞かれ、他者がスタッフに叫ぶのに反応して叫び返したり、自力歩行見られず、トイレへ自操するが途中で床に転がってたどりつく様子みた女性スタッフに声掛けや介入に対し怒鳴って拒絶する様子見られていた。入浴時も、更衣中にリハビリパンツ履く様伝えるが拒絶しパンツはかないでズボンで過ごすので、時間をおいて履かせる事には応じるが、多飲水、些細な事で怒りやすくなっていて入浴する行動ある為、注意し止める事に腹を立て怒っている様子見られていた。気分高揚が目立っている為、他者とトラブルの至らない様言動に注目していきます。
　　　　　　　　　
・尾嵜　マリ子様～OTの声掛けに前頭部痛を言い参加を拒否しているとの事で再度顔出しして欠席する理由を言ってくる事を進めると渋々納得され移動していた。帰棟後、「洗濯を干します」と言い頭痛は続いているとの事代行で干しています。バイタルは異常なく午前中は休まれています。昼食後から痛み軽減したとのことで入浴も行っています。
＜金Dr診察＞
坂本　福子様～診察前にトイレに入る。本日昼食時に下痢便との事で不食されＯＴに参加後病棟に戻る前に下痢便を訴え遅れて病棟に戻っている事を報告。又眠気を言い自室でやすんでいる状況がある事を伝えると本人も眠気があり休んでいたと話され、誰かと会話したい人居ますかに女性患者様（金様）と話している。主治医から他者の付き合いは気を付けるよう指導受けている。
臨時薬同内容で処方となっています。
井上　和美様～主治医の診察あり。自己管理をしない事で不満をいうが時間関係なく食パンを希望され対応している事を報告している。本人より、食パンは食べているとまた、三又神経に関した発言会話制止できず介入にて診察終了している。臨時薬同内容で明日より、オランザピンＯＤ錠（5）1錠1×寝る前7日分処方となっています。
小笠原　文人様～17日の準夜から歩けなくなったりして見守りしていたが他者に怒鳴ったり、纏まりない会話聞かれ聞き返す事には怒らないが徐々に指示動作、意志疎通困難も出現している事を報告。診察時、本人より話すが支離滅裂な発言聞かれ最後に「なんでも先生にまかせますと言われ終了される。
　　　　　　　　内服薬変更せず様子見たいとの事で変更なく同処方となっています。

角濱　義弘様～診察時、少しOTに出たりしていますが、今日は午前中、最後までリハプロにいれましたが見学で終了してきたとの事。今後の目標はプログラムに参加したら、準備体操・ラジオ体操を出来る様にして下さいと言われ返事され終了となっています。臨時薬同内容で処方となっています。
＜小栁Dr診察＞

・江刺家　惠子様～肛門マサージと下剤服用を混合させ排便コントロールしていきましょうと本人に伝えて診察終了しています。
・大久保　すい様～診察の時、ご飯や飲み物に毒が入っているよと話すが、きちんと食べて下さいねには「はい」と返事し終了しています。
・会津　虜子様～診察に来られず、休んでいたので訪室し変わりないですかに「かわらないです」と答え終了しています。
・中野渡　鉄男様～診察時、自ら話すことなく聞かれた事には返答され「変わりないです」と言い診察終了しています。
・高橋　康満様～診察室に入り挨拶され一言「変わりありません」と言い部屋を出て終了しています。
・十日市　利喜様～今後の事で施設に入る有無に消極的で前に進めませんと報告。又夜中早朝覚醒だ多いので休む様に指導には納得され早朝覚醒は目立つ事なく過ごしている事を報告。本人よりOTには行っていますかに「はい」と返事し終了しています。

＜深澤Dr退院支援員会＞
・小田　タネ様～本人様も施設入所を望んでいる事から保護者の甥様に今後の方向性に関して施設入所に関して伺いをしてケア会議を1/2413時に甥様、兄様、本家の叔母様SW小屋敷さん、ケアマネほりさん、病棟スタッフ参加しケア会議をする予定により今後の方向性が示される予定です。
・松谷　さと子様～退院先について本人は自宅を希望しているが、家族は施設入所を強く希望されている。本人の意向も確認しつつ、家族・保健師と施設や利用サービスの検討をていく段階で前進できない状況。
・五日市　規様～精神症状（妄想）が固定化されており、社会生活への適応・継続が困難である。H29.12.15介護認定調査実施。介護保険「介護度Ⅱ」  H30.1/18「要介護Ⅰ」へ区分変更となる。継続して清潔保持できるよう支援を行　う。
＜金Dｒ退院支援委員会＞
坂本　福子様～退院後は施設入所希望するが浪費癖があり、金銭管理が難しい。母親、弟がいるが家族からの受け入れは拒否的で
支援概要精神症状の観察を行い、適宜介入する拒薬や怠薬のないよう介入する。薬物療法の必要性について説明する。作業療法の必要性について説明し、参加促す。昼夜逆転傾向の為、睡眠時間の確保について介入する。　
退院後の受け入れ先が難しい状況

井上　和美様～入院継続希望し退院について無関心で担当スタッフからも退院について声を掛けているが、退院しない事の理由を話し、受け入れが悪く家族との外出機会に、今後の本人の生活について尋ねても、妹様も退院については考えられないと話され進展できない状況
 小笠原　文人様～同居していた両親は他界している気分高揚、粗暴性、多弁、不眠、躁状態になり周期的に出現するため退院に向けて動機付けできるよう説明して　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スタッフ付き添いにて外出、買い物を行い、自己管理が継続できるよう支援していく。精神状態が安定してきたら青山荘または他の施設を検討していく予定で進展できない状況　　　　
角濱　義弘様～自宅は両親が高齢の為、介護を担うことも考えられストレスとなる懸念がある本人が施設への不安が強い本人及び保護者と具体的な退院の時期や退院先を検討していく。支援内容として施設入所を視野に入れた退院への意識づけをしていく。不安や悩み事があった場合には傾聴。また、適宜問題提起を行う。社会資源の検討。社会性の習得援助を検討している段階で進展出来ていない状況
＜小栁Dｒ退院支援員会＞
江刺家　惠子様～退院後、施設入所希望。自分の要求が通らないと多弁的で落ち着かなくなる。転倒・転落防止の為、見守りが必要。（小児麻痺による両下肢機能全廃、右肩関節脱臼既往）介護医療院、特養2件申し込み中
大久保　すい様～自宅への退院は困難、御家族は施設入所希望。）自室内歩行したりと強迫行為見られている為、引き続き声掛けや観察し転倒・転落リスク予防していく。水様便多量に見られている為、薬剤調整や適宜介入し排便コントロールしていく退院に関しては、施設に向けて、御家族様やケアマネにも連絡を取り、介護申請を進めていく予定。
会津　虜子様～入院時施設希望。長女より生保申請するために夫と離婚し、市の高齢者住宅に 希望、手続きは長女がする、申請などの手続きは長女が行ってくれている→6/17離婚届へサインしている。幻覚妄想症状が増悪し、妹様に対しての物盗られ妄想を訴えて攻撃性がある。支援として言動の内容・幻覚妄想の有無の観察内服や治療を継続出来るよう支援する今後の方向性の進展なし
中野渡　鉄男様～本人も「何もしない所がいい」と話され、施設選択が困難な状況でデイナイトケア見学する経緯あるが病院入院の希望が強く今後の方向性を検討できない状況持続し家族は名前貸しも拒否持続にて、施設等入所困難。

　　　　　　　　施設の方向で検討しているが困難事例で進展見られない成年後見人申請　　　施設見学・介護度の申請依頼を検討していくのは持続していく支援として本人も通所入所に関しての意欲さ乏しく利用する施設への入所も拒否的発言持続のため引き続き相談していき、施設方向で検討予定方向性を話し合い前向きに向ける様関わっていく　御家族へ書面を作成し投函し成年後見人制度の了承確認を予定していく事は持続のため進展ない状況
・高橋　康満様～保護者が甥で退院後の同居不可保護者は入院継続支援として動機付けできるよう説明、介入施設見学を進めていく家族介入退院に向けた病状や現状における状態説明を行い、協力サポートが得られるよう介入していく。介護保険がきれている為、再申請が必要。今後も支援内容は継続していく
・十日市　利喜様～姉様からは一切の連絡拒否されて本人も退院について考えれないと答えている。身元引受人がいない事から施設の入所は困難でアパート借用に関しても保証人不在となるため可能性は低い。今の生活能力から考えると退院後すぐに単身生活は困難であり、生活スキルアップのトレーニングは必要と考える。支援としては精神面では、妄想様の発言聞かれるが、日常生活に支障は見られない。退院について消極的な発言が聞かれる為今後施設見学や施設スタッフ等の関わりの中で意識づけするが頑固さがあり進展出来ない状況の為、退院後のサービスが可能か検討していく社会資源活用し、自立した生活が送れる能力を身につけていく。身寄りのないケースとしての対応。本人より退院への意思表示は聞かれず入院継続を望む保証人や保護者を含め、ＳＷと相談し成年後見人を検討していく事が課題で持続状況御家族に今後の方向について手紙を投函し関り方を検討していく事は持続するが現在も進展なし。
